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「
夏
は
記
憶
を
呼
び
覚

ま
す
」
と
言
う
が
、
今
夏

の
猛
暑
、
豪
雨
、
児
童
虐

待
等
の
報
道
で
心
が
痛
ん

だ
。
被
災
地
に
は
木
枯
ら

し
が
吹
く
前
に
、
子
供
に

は
常
時
、
温
か
い
手
が
差

し
伸
べ
ら
れ
る
よ
う
祈
る

●「
秋
は
一
雨
一
度
」気
温

が
下
が
る
。
秋
祭
り
が
終

わ
る
と
街
か
ら
外
遊
び
の

子
供
の
姿
が
消
え
る
。
電

車
の
中
や
集
会
所
に
は
ス

マ
ホ
に
見
入
っ
て
ゲ
ー
ム

に
夢
中
の
子
供
が
い
る
。

お
互
い
の
会
話
は
な
い
。

自
分
一
人
の
世
界
に
浸
っ

て
友
達
を
意
識
し
な
い
●

一
昔
前
ま
で
は
、
年
齢
差

の
あ
る
仲
間
と
の
遊
び

で
、
子
供
は
互
い
に
認
め

合
い
、
彼
ら
な
り
の
知
恵

や
社
会
規
範
を
身
に
つ
け

て
き
た
●
「
学
童
保
育
の

可
能
性
」
と
い
う
新
聞
記

事
が
目
に
と
ま
る
。
２
０

１
９
年
５
月
利
用
児
童
全

国
で
１２７
万
人
、
待
機
児
童

１
万
８
千
人
と
。
指
導
員

に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
教

師
と
生
徒
、
親
と
子
の
縦

の
関
係
か
ら
、
人
間
と
し

て
の
横
の
関
係
を
つ
く
る

場
に
す
べ
き
と
提
言
す
る

●
子
供
の
生
活
と
大
人
の

在
り
方
の
基
本
を
忘
れ
ず

に
、
急
激
な
社
会
の
変
化

を
視
野
に
、
現
状
の
改
善

に
、
果
敢
に
取
り
組
む
べ

き
時
で
あ
る
。�（
Ｈ
・
Ｎ
）

　
「
知
ら
ぬ
間
に
畳
が
浮

き
上
が
っ
て
い
た
。
ま
さ

か
こ
こ
ま
で
水
が
来
る
と

は
…
…
」「
ま
ず
、
泥
水

を
か
ぶ
っ
た
家
具
を
片
付

け
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
か

ら
先
の
こ
と
は
ま
だ
考
え

ら
れ
な
い
」
台
風
１９
号
が

招
い
た
河
川
の
氾
濫
に
よ

る
被
災
会
員
の
声
で
あ

る
。「
ま
さ
か
」
が
足
下

に
迫
り
、
泥
水
を
か
ぶ
っ

た
我
が
家
を
見
て
、
思
考

停
止
の
状
態
で
あ
る
。

　
今
年
は
大
雨
や
台
風
に

よ
る
災
害
の
年
で
あ
っ

た
。
小
紙
７
月
号
の
「
豪

雨
、
台
風
に
備
え
、
心
の

準
備
を
し
よ
う
」
と
の
呼

び
か
け
が
現
実
に
な
っ
た

こ
と
を
怖
れ
る
。

　
「
１００
年
に
１
度
の
豪
雨
」

と
報
じ
た
新
聞
も
あ
っ
た

が
、
台
風
１９
号
は
大
型
で

列
島
付
近
で
勢
力
を
落
と

さ
な
い
ま
ま
伊
豆
半
島
に

上
陸
、
１０
数
都
県
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
。

特
に
、
９
月
の
台
風
１５
号

で
被
災
し
た
千
葉
県
の
房

総
半
島
で
は
屋
根
の
ブ
ル

ー
シ
ー
ト
は
役
に
立
た
な

か
っ
た
と
重
ね
重
ね
の
被

害
で
あ
る
。

　
日
公
連
事
務
局
に
は
、

議
、義
援
金
の
募
金
で「
隣

保
相
助
」
の
気
持
ち
を
あ

ら
わ
そ
う
と
決
定
し
、
早

速
８
月
の
北
九
州
大
雨
を

含
む
被
災
状
況
の
調
査
を

す
る
こ
と
を
了
承
し
た
。

　
住
ま
い
の
復
旧
、
生
活

の
再
建
に
は
長
い
時
間
が

か
か
る
。
一
時
的
な
募
金

で
済
ま
す
こ
と
な
く
、
募

金
を
契
機
に
、
被
災
会
員

を
忘
れ
ず
、
そ
の
生
活
の

再
建
に
か
け
る
熱
意
と
努

力
を
敬
意
を
持
っ
て
見
守

っ
て
い
き
た
い
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
い
て

の
募
金
、
担
当
さ
れ
る
各

退
公
連
本
部
・
支
部
・
分

会
役
員
の
皆
様
の
中
に

は
、
体
の
不
自
由
を
押
し

て
ご
無
理
な
さ
る
方
も
お

い
で
に
な
る
。
こ
の
ご
苦

労
を
相
互
に
認
め
合
い
、

謝
意
を
忘
れ
ま
い
。

　
日
公
連
は
平
成
２１
年
度

の
全
国
大
会
の
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
６５
歳
定
年
制
の
実
現

を
掲
げ
、
関
係
方
面
に
要

請
し
て
き
た
。

　
人
事
院
は
本
年
８
月
７

日
に
公
務
員
給
与
の
改
定

勧
告
を
行
っ
た
が
、
そ
の

中
で
、
定
年
を
段
階
的
に

引
き
上
げ
る
た
め
の
国
家

公
務
員
法
等
の
改
正
に
つ

い
て
の
意
見
の
申
し
出
を

昨
年
に
引
き
続
き
行
っ

た
。

　
ま
た
、
６
月
に
閣
議
決

定
さ
れ
た
「
経
済
財
政
運

営
と
改
革
の
基
本
方
針
２

０
１
９
」に
お
い
て
も
、公

務
員
の
定
年
を
段
階
的
に

６５
歳
に
引
き
上
げ
る
方
向

で
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ

て
お
り
、
人
生
１００
年
時
代

を
迎
え
、
早
期
に
実
現
さ

れ
る
こ
と
が
待
た
れ
る
。

　
去
る
１０
月
７
日
（
月
）

東
京
新
橋
演
舞
場
に
お
い

て
ス
ー
パ
ー
歌
舞
伎
Ⅱ

「
オ
グ
リ
」
の
観
劇
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
３０
名
の
募
集
に
３９
名
の

　
ス
ー
パ
ー
歌
舞
伎
の
人

気
は
絶
大
で
、今
回
の「
オ

グ
リ
」
そ
の
も
の
が
観
客

を
強
く
惹
き
付
け
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
感
じ
ま
し

た
。

　
令
和
元
年
度
の
会
員
数

が
ま
と
ま
っ
た
。
正
会
員

１６
万
７４３
名
、
会
員
総
数
２４

万
１
千
８０８
名
。
厳
し
い
客

観
情
勢
の
中
で
会
員
勧
誘

に
努
力
さ
れ
た
各
退
公
連

の
本
部
・
支
部
・
分
会
役

員
の
方
々
の
努
力
が
滲
む

数
字
で
あ
る
。

　
三
重
県
連
は
久
し
ぶ
り

の
増
員
、
努
力
賞
は
山
形

・
千
葉
・
石
川
・
山
口
・

沖
縄
の
各
県
連
で
あ
る
。

逆
風
の
中
で
、
経
験
と
知

恵
を
活
か
し
た
組
織
的
な

努
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で

あ
る
。

　
退
職
者
の
意
識
、
再
任

用
・
再
雇
用
制
度
の
存
在

・
年
金
受
給
年
齢
の
引
き

上
げ
と
い
う
難
し
い
条
件

の
下
で
、
新
入
会
員
が
愛

知
県
連
は
６００
名
、
千
葉
県

連
は
３００
名
を
超
え
た
。

そ
し
て

　
物
故
者
数
が
新
入
会
員

数
を
上
回
る
と
い
う
事
実

が
顕
著
に
な
っ
て
き
た
。

放
置
す
れ
ば
、
こ
の
差
は

さ
ら
に
大
き
く
な
っ
て
継

続
す
る
。
退
職
年
齢
に
近

い
現
職
公
務
員
、
既
退
職

者
と
地
域
の
人
々
に
、
７０

余
年
に
わ
た
っ
て
公
的
年

金
制
度
改
革
に
関
わ
っ
た

被災会員に生活再建の気力を！
義援金の募金決まる

努
力
を
讃
え
合
お
う

三
重
県
連
会
員
増
　
努
力
賞
５
県
連

人
事
院
勧
告
　
　
　
　
　
　

公
務
員
の
定
年
延
長
を
要
請

観
劇
会
開
催

退
公
連
の
実
績
と
現
在
の

社
会
貢
献
の
諸
活
動
を
理

解
し
、
組
織
を
認
知
し
て

も
ら
う
た
め
の
行
動
は
欠

か
せ
な
い
。
内
に
あ
っ
て

は
、
会
員
の
心
の
交
流
、

会
員
と
分
会
・
支
部
・
退

公
連
本
部
の
間
の
意
思
の

疎
通
と
連
携
が
急
ぎ
求
め

ら
れ
て
い
る
。そ
こ
か
ら
、

準
会
員
を
正
会
員
に
、
対

象
者
を
退
公
連
の
活
動
に

招
く
等
の
組
織
強
化
の
工

夫
が
生
ま
れ
る
。

県
連
本
部
、

多
数
の
会
員

の
方
々
か

ら
、「
組
織

と
し
て
ど
う

取
り
組
む

か
」
と
い
う

問
い
合
わ
せ

が
続
い
た
。

そ
こ
で
、
１０

月
３０
日
の
理

事
会
・
評
議

員
会
で
対
応

に
つ
い
て
協

年
金
情
報

応
募
が
あ
り
、
内

２
名
の
辞
退
で
、

参
加
者
は
３７
名
に

な
り
ま
し
た
。
北

は
宮
城
県
連
、
南

は
佐
賀
県
連
か
ら

の
参
加
者
は
花
道

を
右
に
見
る
、
舞

台
に
最
も
近
い
席

で
十
分
堪
能
さ
れ

た
様
子
で
し
た
。
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次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
学
力
や
体
力
向
上
に
貢
献
し
よ
う
と
退
公
連
は
積
極
的
に
関
わ
っ
て
き
た
。

ま
た
、
会
員
の
減
少
を
食
い
止
め
よ
う
と
趣
味
や
特
技
を
活
か
し
た
魅
力
あ
る
研
修
交
流
会
を
開
催
す
る
。

女
性
部
は
老
人
保
健
施
設
の
慰
問
や
「
も
み
じ
村
祭
り
」
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

大
分
県
退
職
公
務
員
連
盟
豊
後
高
田
支
部
事
務
局
長
　
小
野
昭
光

趣
味
や
特
技
を
活
か
し
た
社
会
貢
献
活
動

︱「
学
び
の
二
十
一
世
紀
塾
」へ
の
支
援
や
特
色
あ
る
女
性
部
の
活
動

いま地連では

大分県連の巻

　
　
　
　
◆
　
短
　
歌
　
◆

熊
本
県　
久
保
田
睦
雄

蜘
蛛
の
子
の
風
に
ゆ
れ
つ
つ
地
に
降

り
て
糸
を
た
ど
り
て
ま
た
高
き
枝
に

福
島
県　
今
野
金
哉

線
量
の
高
い
町
に
は
住
め
ざ
る
と

今
日
も
一
家
が
関
西
に
越
す

栃
木
県　
染
谷
文
行

写
メ
ー
ル
の
グ
ラ
ジ
オ
ラ
ス
の
咲
き

て
あ
り
亡
き
妹
の
庭
を
訪
い
来
て

京
都
府　
松
尾
精
郎

白
黄
色
う
す
く
れ
な
ゐ
の
あ
ま
た
な

る
バ
ラ
の
花
咲
き
心
な
ご
め
り

兵
庫
県　
平
山　
進

選
抜
に
母
校
は
初
戦
で
敗
れ
た
り

も
う
来
た
か
待
っ
て
も
い
な
い
誕
生
日

愛
知
県　
竹
内
明
弘

出
る
杭
も
出
ぬ
杭
も
打
つ
世
の
噂

愛
知
県　
中
尾
達
雄

探
し
て
も
地
図
に
出
て
な
い
三
途
川

愛
媛
県　
大
野
正
義

も
う
一
本
美
人
に
み
え
る
酒
だ
か
ら

さ
れ
ど
溌
剌
プ
レ
ー
に
拍
手

　
　
　
　
◆
　
俳
　
句
　
◆

新
潟
県　
石
田
英
治

朝
ま
だ
き
人
ゐ
る
気
配
夏
の
畑

岐
阜
県　
髙
橋
良
明

雲
変
わ
り
花
も
変
わ
り
て
秋あ

き

麗う
ら
ら

茨
城
県　
小
林
道
利

自
販
機
は
必
ず
先
に
金
を
取
る

香
川
県　
瀬
川
孝
一

年
老
い
て
夫
婦
喧
嘩
も
ぐ
ん
と
減
る

愛
媛
県　
今
井　
忍

伊
予
弁
の
声
高
と
な
り
密
柑
山

兵
庫
県　
田
中
捷
己

里
小
径
散
歩
呼
び
込
む
秋
の
風

愛
知
県　
安
井
俊
夫

野
分
去
り
被
害
情
報
吹
き
荒す

さ

ぶ

　
　
　
　
◆
　
川
　
柳
　
◆

千
葉
県　
吉
野
梓
楼

心豊かに

立
さ
れ
た
。
こ
の
会
は
退
職
し

た
も
の
の
、
老
人
ク
ラ
ブ
に
入

　
人
口
の
少
な
い
わ
が
支
部

は
、
会
員
数
も
少
な
く
正
会
員

は
３８
人
し
か
い
な
い
。
こ
の
会

員
の
多
く
は
地
域
の
様
々
な
組

織
に
属
し
一
人
二
役
、
三
役
の

状
況
で
多
く
の
場
で
活
動
し
て

い
る
。

　
こ
の
状
況
の
下
で
、
支
部
と

し
て
は
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

組
織
『
明
る
く
元
気
な
鹿
野
を

つ
く
る
会
』
の
教
育
文
化
部
に

加
入
し
、
他
の
団
体
と
協
力
し

て
社
会
貢
献
に
努
め
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
今
年
度
「
ア
ク

テ
イ
ブ
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
が
設

る
に
は
未
だ
若
い
し
、
現
役
時

代
よ
り
時
間
的
余
裕
が
あ
っ

な
内
容
が
企
画
さ
れ
て
い
る
。

先
般
は
、
川
土
手
の
芝
桜
の
植

え
付
け
や
、
敬
老
会
で
詐
欺
被

害
防
止
の
啓
発
劇『
水
戸
黄
門
、

鹿
野
村
に
来
る
』を
上
演
し
た
。

私
は
茶
店
の
娘
役
を
演
じ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し

て
、
ク
ラ
ブ
員
か
ら
は
「
楽
し

い
、
お
も
し
ろ
い
、
役
に
立
て

て
う
れ
し
い
」
等
の
声
が
聞
か

れ
る
。

　
行
動
し
な
い
と
何
も
感
じ
る

こ
と
は
な
か
ろ
う
が
、
仲
間
と

一
緒
に
老
化
防
止
の
３
原
則

「
字
を
書
け
、
汗
を
か
け
、
恥

を
か
け
」
を
合
い
言
葉
に
、
無

理
を
せ
ず
息
の
長
い
活
動
を
目

指
し
て
い
る
。

　
こ
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
、
退

公
連
支
部
単
独
の
活
動
で
は
な

い
が
、
退
公
連
活
動
の
３
本
柱

の
一
つ
「
社
会
貢
献
活
動
へ
の

積
極
的
参
加
」
に
違
い
な
い
。

加
え
て
、
支
部
の
会
員
が
多
数

入
会
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

の
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
積
極
的
に

参
加
す
る
こ
と
が
、
個
人
の
健

康
と
生
き
が
い
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
広
が
り
を
産
み
、
支
部
の

活
性
化
に
も
繫
が
っ
て
い
く
。

現
に
新
し
く
、
本
年
⒉
人
の
退

公
連
会
員
を
迎
え
る
こ
と
に
な

っ
た
。

　
組
織
の
縮
小
が
囁
か
れ
る

中
、今
後
の
支
部
の
活
動
に
は
、

柔
軟
な
発
想
と
対
外
的
に
は
し

な
や
か
な
対
応
が
求
め
ら
れ

る
。

　
し
か
も
、
強
力
に
！
力
を
合

わ
せ
！
ア
ク
テ
ィ
ブ
に
！
。

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
！！

山
口
県
退
職
公
務
員
連
盟
鹿
野
支
部
　
山
田
佳
子
　

◆
「
学
び
の
二
十
一
世
紀

塾
へ
の
支
援
」

　
豊
後
高
田
市
で
は
、
平

成
１４
年
度
か
ら
教
育
委
員

会
を
中
心
に
子
供
の
学
力

向
上
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
退
公
連
会
員
も
積
極

的
に
参
加
し
て
い
る
。

①
い
き
い
き
寺
子
屋
活
動

　
学
校
教
育
を
支
援
す
る

環
境
を
つ
く
ろ
う
と
、
土

曜
日
・
水
曜
日
・
夏
期
冬

期
特
別
講
座
・
寺
子
屋
プ

ラ
チ
ナ
館
等
の
各
分
野
で

退
公
連
が
担
当
。

②
わ
く
わ
く
体
験
活
動

　
第
２
・
４
土
曜
日
に
、

希
望
す
る
児
童
が
校
区
内

の
公
民
館
に
集
ま
り
、
伝

統
文
化
（
茶
道・舞
踊
等
）

や
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
行
う
。

③
の
び
の
び
放
課
後
活
動

◆
趣
味
や
特
技
を
活
か
し

た
研
修
交
流
会

　
研
修
交
流
会
は
今
年
度

で
２６
回
を
数
え
る
。
趣
味

の
発
表
会
で
は
日
本
舞
踊

・
詩
吟
・
大
正
琴
・
謡
曲

な
ど
が
披
露
さ
れ
る
。
久

し
ぶ
り
に
会
う
会
員
は
お

互
い
の
健
康
を
喜
び
、
和

や
か
な
雰
囲
気
の
中
で
半

日
を
過
ご
す
。
現
役
の
頃

か
ら
続
け
て
自
信
の
あ
る

演
技
は
参
加
者
に
勇
気
と

希
望
を
与
え
る
。
最
後
に

講
話
を
聞
く
。

　
こ
の
中
国
の
諺
は
、

「
恩
恵
を
受
け
た
時

は
、
そ
の
源
ま
で
遡
っ

て
感
謝
す
る
」

意
味
で
、
好
き

な
言
葉
の
一
つ

で
す
。
日
公
連

は
昭
和
２３
年
に
恩
給
増

額
期
成
同
盟
と
し
て
ス

タ
ー
ト
。
そ
の
後
７３
年

間
、
退
職
公
務
員
の
生

活
を
守
る
恩
給
・
年
金
制

度
の
維
持
改
善
の
運
動
を

展
開
す
る
団
体
と
し
て
、

多
く
の
先
達
の
皆
様
の
活

躍
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
私
達
は
そ
の
恩
恵
を

権
利
と
し
て
、
当
た
り
前

の
こ
と
と
受
け
止
め
て
い

る
き
ら
い
が
あ
り
ま
す
。

今
後
は
更
に
時
代
や
社

会
の
変
化
の
中
で
制
度

の
改
善
を
図
る
と
共

に
、
次
世
代
に
こ
の
制

度
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が

大
切
で
す
。
先

達
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
と
、
後

輩
の
将
来
に
係

わ
る
年
金
制
度
が
少
し

で
も
良
い
も
の
に
な
る

よ
う
願
っ
て
活
動
し
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

飲
水
思
源

千
葉
県
退
職
公
務
員
連
盟
会
長
　
金
坂
健
史

私
の
ひ
と
こ
と

施
設
の
通
所
リ
ハ
ビ
リ
の

方
々
と
は
、
会
員
の
リ
ー

ド
で
動
作
を
つ
け
て
「
３６５

歩
の
マ
ー
チ
」
を
歌
う
な

ど
楽
し
く
交
流
す
る
。

②
「
も
み
じ
村
祭
り
」

　
一
人
の
退
公
連
会
員
の

熱
意
と
創
意
と
努
力
で
、

ちょっといい話

うれしくなる話

ちょっといい話

うれしくなる話

◆
楽
し
み
な
が

ら
絆
を
深
め
る

女
性
部

①
施
設
見
学
と

研
修

　
老
人
保
健
施

設
の
訪
問
を
通

し
て
見
学
・
交

流
・
研
修
等
を

行
っ
て
い
る
。

こ
の
土
地
の
千
部
山
に

「
も
み
じ
」
を
植
え
よ
う

と
実
現
し
た
事
業
で
あ

り
、
現
在
は
奥
様
が
引
き

継
ぐ
。
１５
名
の
会
員
で
活

動
す
る
。
そ
の
取
組
の
一

部
と
し
て
、
一
日
、
地
域

の
人
々
が
一
つ
の
会
場
で

用
意
さ
れ
た
手
作
り
の
食

事
を
と
っ
て
歌
や
踊
り
を

楽
し
む
。
最
後
に
参
加
者

が
一
人
１
本
ず
つ
も
み
じ

の
苗
木
を
山
に
植
え
て
村

祭
り
は
終
わ
る
。

　
春
の
芽
吹
き
、
秋
の
紅

葉
の
美
し
い
千
部
山
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
発
想
さ
れ
た

事
業
で
あ
る
。
１
本
の
も

み
じ
は
人
と
山
と
土
地
を

結
ぶ
。

　
子
供
の
体
力

づ
く
り
や
競
技

力
の
向
上
を
目

指
し
て
、
ス
ポ

ー
ツ
少
年
団
が

実
施
す
る
少
年

野
球
・
少
女
バ

レ
ー
・
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
等
の
活

動
を
支
援
す

る
。

て
、
何
か
活
動
し
て
み
た

い
と
思
う
者
の
集
ま
り
で

あ
る
。
発
起
人
は
わ
が
支

部
の
福
祉
部
長
で
、
ク
ラ

ブ
員
２７
人
の
内
、
退
公
連

の
会
員
が
多
く
入
会
し
て

お
り
、
地
域
の
活
性
化
に

一
役
買
っ
て
い
る
。

　
活
動
は
、
月
１
回
の
ペ

ー
ス
で
、
料
理
教
室
と
講

座
を
セ
ッ
ト
に
し
た
サ
ロ

ン
や
地
域
の
行
事
の
サ
ポ

ー
ト
、
健
康
教
室
等
多
彩
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